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日本におけるクロワカモメＬα''2‘ｓ血〃zｲﾉα〃"szs

の観察記録

石江馨'・石江進'・中村一恵２

1985年１月２日，神奈川県平塚市相模川河口で観察撮影された中形カモメ１種は，その

カラー写真を検討した結果,北米産のクロワカモメＬα泌此""α”"s応Ｏｒｄと判定される

に至ったので報告する．

河口干潟における発見以後の滞留時間は極めて短く，以下に述べる特徴は，そのほとん

どが撮影した写真から後日得られたものである．

背の色，頭部の形態等の特徴から，この個体は一見カモメＬα“αz〃ｚ４ｓＬ・に似ていた

が，それよりはやや大きく，同時に見られたウミネコとほぼ同大であった．羽色，大きさ

等の点でカモメとの識別が最も問題となると思われるので，この種との比較で今回の観察

個体の特徴に触れ，クロワカモメと同定した理由を以下に述べる．その際，Grant(1982)，

Harrison(1985)を参考にした．

観察個体の特徴

この個体は，以下に述べる特徴から，第２回冬羽に該当すると考えられ，次の点でカモ

メ第２回冬羽とは区別された．

１．下蒋角の発達は弱く，その形状はややカモメに似る．職は黄色を帯び，その先端が幅

広く黒い(図ｌ)．その厚さは，第２図のスケッチに示したように，噛峰の約兇を占め，

黄色部との境界は非常に明瞭に区切られている（下噌の黒色部の中に楕円形の小白点が

写されてあるが，この白点は実際のものではなく，反射によって白く見えているもので

ある).Grantによると，カモメ第２回冬羽および成鳥冬羽にも，こうした黒帯が崎に出

るが，クロワカモメに比べて，黒帯と黄色部の境界はあまり明瞭ではなく，カモメの場

合，成長につれて黒帯が急速に薄くなってしまうのがふつうである．

２．初列風切外側４枚が全体に黒褐色で，俗にmirrorと呼ばれている白斑は最外側初列

に１個あるだけである(図３)．次列風切先端近くに沿って暗色の小斑が線条にあり，尾

羽に顕著な黒帯が出る(図4)．カモメ第２回冬羽では，初列の白斑は２個であり，Grant

によると，次列風切に顕著な暗色条および尾に黒帯の出る個体はまれである（ただし，

Harrisonによると，北米の亜種ｂｍｃｈｙ油"c"z4sでは第２回冬羽でも尾に黒帯が部分的

に残る)．
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図1．クロワカモメ第２回冬羽．相模川河r1.

1985.1.2石江進搬影．

図3．クロワカモメの飛期形，初列の"mirl･or'’

は１個．石江進搬彩．
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図２．職のパターン，似１１に基づいて描く．

図４．同，飛鋤形．次列に暗色条があり、尼

に黒帯が出る．イf江進搬彩．
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３．背面の灰色の色洲はカモメよりはるかに淡い(図1)．

以上のような，体の大きさ，職の形状，体色，翼のパターン等の特徴から，本個体をク

ロワカモメに同定できると考える．

クロワカモメは北米''1部および東部に繁殖し，冬はIILiインド’渚島，’'１米のパナマあたり

まで･渡る．亜種区分はされていない．カモメ．クロワカモメはともに３年で成烏羽になる

種類であるが，クロワカモメでは，次列の暗色条，尼の黒帯弊の幼期の形質がカモメより

も遅くまで残されるようである．カモメとの区別でクロワカモメの特徴を述べたが，初列

の"mirror''はカモメよ')小さく，発述が悪いこと(カモメの半分程度)，上下I'勝に黒帯が明

瞭に残されること，足の色が黄色であること，虹彩は淡黄色で眼険が赤いこと等の，クロ

ワカモメ繁殖成鳥に兄られる諸形質は，ウミネコ繁殖成鳥の特徴と共有する部分が多く，

カモメよりはむしろウミネコに近いのではないかと思われる．大きさの点でも，カモメよ
りはウミネコに近い．

太平洋側で･は，これまでハワイ諸助に迷入した例がいくつかあり，Berger(1972)による

と，ハワイ，マウイ，モロカイ，オアフ、クレ各島およびパール．へルメス環礁から記録

されている．ハワイ洲勘への迷人例から考えて、今後も記録される可能性の商い種である．

カモメ幼烏および第１同冬羽との区別には十分注意を払う必要がある．LauroandSpen‐
cer(1980)の論説が参考となろう．

なお，日本からは，寓城県ｲﾉﾄ豆沼において，1981年lllj22I1に成鳥１羽が観察された(野
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烏47巻４号，ｐｐ､31～32）ということであるが，この記録には本種と同定できる，裏付けと

なるような写真資料はないようである．初列風切の白斑がカモメと比べて大きかったとい

う報文中の記救(p､31)は，クロワカモメの特徴に合致しない．
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AJapaneseRecordofRing､billedGullLa秘叱ﾉﾋz"α”"szs

Kaorulshie1,SusumulshielandKazueNakamura2

On2Januaryl985,asecond-winterRing､billedGullLa祁叱Az"α〃"sjs,wasobservedand

photographedonthemouthofSagamiRiver,HiratsukaCity,KanagawaPrefecture､Itisthe

firstrecordofthespeciespositivelyidentifiedforJapan、
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